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数学Ⅱ 第 2 章 複素数と方程式 No.1 

学習のねらい 

複素数について理解しよう！ 

 

1.虚数単位 

 例えば、𝑥! = 2の解は𝑥 = ±√2となる。では、𝑥! = −2の場合どうなる
だろうか。「いや、無理っしょ。」となるだろう。もちろん今まで習って
きた数に 2 乗して−2になる数は存在しない。そこで新しい概念を作って
しまったのだ！！ 
 
 2 乗すると、−1 になる新しい数を 1 つ考えて、これを⽂字𝑖で表し、
虚数単位という。つまり、𝑖! = −1である。 
 

 これにより、𝑥! = −2 ⟺ 𝑥! − (−2) = 0 ⟺ 𝑥! − -√2𝑖.
!
= 0 ⟺

-𝑥 + √2𝑖.-𝑥 − √2𝑖. = 0 ⟺ 𝑥 = ±√2𝑖となる。 
 
2.複素数 

 3 + 2𝑖のように、2 つの実数𝑎、𝑏を⽤いて、𝑎 + 𝑏𝑖の形に表される数を
複素数という。複素数𝑎 + 𝑏𝑖の𝑎を実部、𝑏を虚部という。 
 𝑏 = 0のとき、𝑎 + 𝑏𝑖 = 𝑎となるので、これは実数となる。𝑏 ≠ 0のと
き、𝑎 + 𝑏𝑖には必ず虚数単位𝑖があるので、これを虚数という。𝑎 =
0、𝑏 ≠ 0のときには、𝑎 + 𝑏𝑖 = 𝑏𝑖となるのでこれを純虚数という。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図にまとめると上のようになる。(実数も複素数の⼀部。) 
 
３.複素数の相等と複素数の加法・減法・乗法 

 
 2 つの複素数が等しいとき、実部も虚部も等しくなる。 
 
 𝑎、𝑏、𝑐、𝑑を実数とするとき、 

𝑎 + 𝑏𝑖 = 𝑐 + 𝑑𝑖 ⟺ 𝑎 = 𝑐かつ𝑏 = 𝑑 
𝑎 + 𝑏𝑖 = 0 ⟺ 𝑎 = 𝑏 = 0 

 
 複素数の加法、減法は𝑖を⽂字のように扱って、実部と虚部のそれぞれ
の和と差を計算する。ただし乗法において、𝑖!が出てきたら−1にする。 

実数ℝ 

有理数ℚ 無理数 

整数ℤ 

⾃然数ℕ 

√2 
0.123123⋯ 

0 −2 

1 256 

−0.2 

𝜋 

複素数ℂ 

虚数 

純虚数 

3 + 2𝑖 

−1 + √2𝑖 

𝑖 

−5𝑖 



©算数・数学のアトリエ 

 

♢問題 

1. 次の等式を満たす実数𝑥、𝑦の値を求めよ。 
 (1) (𝑥 + 3) + (𝑥 − 𝑦)𝑖 = 0 (2) (3𝑥 − 𝑦) + (2𝑥 + 3𝑦)𝑖 = 9 − 5𝑖 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2. 次の計算をせよ。 
 (1) (7 + 3𝑖) + (3 − 4𝑖) (2) (5 − 𝑖) − (3 + 2𝑖) 
 (3) (2 + 3𝑖)(3 − 2𝑖) (4) 𝑖" 
 
 
 


